
（別紙３）

～ 2025年　1月　21日

（対象者数）
４名

（回答者数）
４名

～ 2025年　1月　21日

（対象者数）
５名

（回答者数）
５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・語彙力やコミュニケーション能力を高めていけるように、

療育内容を充実させています。

2

・子どもたちの可能性を引き出すために、美術館など芸術面

を刺激できる場所には行っていますが、今後もいろんな場所

に出向きたいです。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・広い空間を利用して療育に活かせるような取り組みや工夫

をし、改善していきたいと思います。

2
・研修や利用児との関わりを通じて知識を深めていけるよう

にしたいと思います。

3

・利用児の意見を尊重しています。
・活動をするにも、自由遊びをするにも、利用児の意見を聞き

決めるようにしています。

・人間関係や社会性を身に付けるため、外出支援を多く取り入

れています。

・利用児と子ども会議を開き職員と一緒に外出先を決めていま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・利用児に合わせた環境構成が不十分のため、利用児の特性に

合わせた環境構成に力をいれる必要があるため改善していきた

いと思います。

・スペースがあるが、上手く活用できていないため、有効的に

使えれるように改善していきたいと思います。

・職員が療育に関する経験や知識が少ないため、外部、内部研

修を行い、障害の知識を高める必要があるため、知識の向上の

ため改善していきたいと思います。

・保育に関する経験や知識はありますが、障害児に関する経験

や知識の向上がないため、障害児に関する経験、知識の向上が

課題として考えています。

2025年　1月　11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　1月　28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こどもサポートみらい

○保護者評価実施期間
2025年　1月　11日

○保護者評価有効回答数

児童発達支援・放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表 公表


